
〔Ⅰ〕 

これらの雑誌の読者自身が狩猟者であったことを考慮すると，それらの雑誌内でのキツネ狩りに対する言及内容やキ

ツネ狩りに関する議論はほとんどいつも肯定的なものばかりであった。 

 

〔Ⅱ〕 

11 14 16 20 

 

〔Ⅲ〕 

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) 

2 1 1 3 2 4 3 4 

 

〔Ⅳ〕 

(a) (b) (c) (d) (e) (f) 

2 5 3 4 1 2 

 

〔Ⅴ〕 

 a b c d e f 

A 6 4 3 7 2 5 

You should have known better than to leave your assignment unfinished until the night before it’s due. 

B 1 4 6 7 2 3 

There is something charming about the man that makes everyone around him feel at ease. 

C 4 2 5 7 6 1 

She was so occupied with life in the United States that she didn’t so much as drop a line to her family. 

D 2 5 6 3 1 7 

Considering that it’s raining today, we need to take into account the possibility of the bus being late. 

 

 

  



【講評】 

大問構成・分量に変化はなかったが、〔Ⅲ〕と〔Ⅳ〕では出題の方法が昨年度と異なっていた。 

〔Ⅰ〕：和訳問題。「18 世紀後半から 19 世紀後半にかけての英国でのスポーツとしての狩りの拡大と、同時代の定期刊行物の急激な増

加」に関する英文であった。昨年度よりやや解答しやすい問題だった。themselves の同格処理、exclusively“例外なく”→「いつ

も」という訳語処理、and 並列に関わる共通関係処理がうまくできたかがポイントである。 

〔Ⅱ〕：長文内容一致問題。「新型コロナウイルスの大流行を契機とした、トスカーナ地方のワイン・ウインドウの再興」について書か

れた英文であった。該当箇所と選択肢の比較を緻密に行い、できれば満点を目指したい。 

〔Ⅲ〕：文法・語法・語彙 4 択問題。昨年度は「適しているものを選ぶ」問題であったが、今年度は「適していないものを選ぶ」問題で

あった。これらの問題指示は年によって変動している。本問は昨年度よりやや難化した。 

〔Ⅳ〕：発音・アクセント問題。例年の出題は、「最も強く発音する音節の母音が A 欄と同じものを B 欄の中から一つ選んで」であり、

昨年度は「最も強く発音する音節の母音が A 欄と異なるものを B 欄の中から一つ選んで」と逆になっていたのだが、また例年

のかたちに戻った。難易度も例年並みで、消去法からも選択肢をかなり減らすことができる。 

〔Ⅴ〕：整序問題。本年度は、A の know better than to do ～「～するほどばかではない、～しないほどの分別を持つ」、B の There is 

something ～ about …「…にはどこか～な部分がある」、C の be occupied with ～「～に夢中だ」、not so much as V ～「～す

らしない」、D の take A into account / take into account A「A を考慮に入れる」といったように、イディオムの出題が目立った。

本問は昨年度よりやや易化したと言える。 

〔Ⅲ〕のみ昨年度より難化、その他の大問は例年通りかやや易化したため、合格には 80％の得点を目指したい。 

 

 

 


